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京都⼤学情報セキュリティe-Learning
• 学認LMSで「京都⼤学情報セキュ
リティe-Learning」（⾃機関限定
コース）の提供

• 京都⼤学の構成員を対象
• 情報や情報技術の安全で効果的な
利⽤

• 情報セキュリティに関する基礎的
な知識を学習

• 学⽣、教職員等全ての構成員に毎
年度情報セキュリティe-Learning
を毎年度受講義務
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学認LMS導⼊の経緯

•以前は京都⼤学独⾃のe-Learning型研修を⽀援する全学サービ
スの研修⽤LMSで実施
•従来の研修⽤LMSの提供終了
• 学認LMSが代替となるか情報セキュリティe-Learningで検証

•全学的な情報セキュリティ教育の必要性
•代替プラットフォームとして学認LMSを選定
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導⼊の流れ
検討を開始してから、約半年で学認LMSへ移⾏完了
• 2024年7⽉

• 検討開始
• 「⾃機関限定コース作成機能」利⽤申請
• 既存コンテンツを移植
• 動作確認

• 教材配布、⼩テスト、受講状況の取得

• 2025年3⽉
• コースセットアップ（２コース）、教材アップロード、⼩テスト作成
• ウェブサイト等（説明、利⽤マニュアル）を学認LMS向けに修正

• 2025年4⽉
• 公開して利⽤開始
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コース画⾯
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コース構成

•教材：PDF資料＋修了テスト
•学⽣向け、教職員向け
•内容：
• 情報セキュリティの基礎
• 情報セキュリティポリシーの説明
• 情報格付け（教職員のみ）
• 連絡・報告について
• 事例紹介
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⼤学独⾃の情報



受講の流れ
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⾝分に応じて、受講する
e-Learningのリンクを
クリック



活⽤して良かった点

•⾃機関限定コース
• 京都⼤学独⾃の情報
• 京都⼤学構成員に限定して公開

•プラットフォームを⾃前で⽤意しなくてよい
•ベースがmoodleなので情報が豊富
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⼯夫した点

• 学内の様々なe-Learningの受講状況が確認できるe-Learningポータルとの
連携（⾃機関限定コース受講履歴取得APIを活⽤）

9



課題と対応

•間違ってコース登録してしまう
• 登録キー？
• 同じ機関の中でも登録可能なコースを制限できないか

•⼀つのコースに対して管理者が⼀⼈
• 俗⼈化
• 複数の管理者を設定できないか

•コース作成者のみ受講状況の取得ができる
• コース毎に受講状況の取得が可能な管理者を設定できないか
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